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　　　　　　　　　　　　　目　標 ・ 策

目　標 策

思考・判断・表現
R５年度全国学力・学習状況調査及びさいたま市学習状況調
査の国語・算数において「思考・判断・表現」を昨年度の自校結
果より３ｐｔ向上させる。

タブレットPCを活用した「個・グループ・全体」の交流中
心の授業展開にする。国語においては、相手や目的、条
件に合わせて考えを表現する活動を取り入れる。算数に
おいては、図や式、言葉をつなげて自分の考えを説明す
る時間を確保する。

知識・技能
R５年度全国学力・学習状況調査及びさいたま市学習状況調
査の国語・算数において「知識・技能」を昨年度の自校の結果
より３ｐｔ向上させる。

「個で考える」時間を確保し、文章や図、表、グラフ等の
読み取る視点を明確にして自分の考えをもてるように
する。「ドリルパーク」「スタディサプリ」等を活用し、漢字
や言葉の使い方、計算等の反復・習熟に取り組む。

主体的に学習に取り組
む態度

R５年度全国学力・学習状況調査及びさいたま市学習状況調
査「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでい
ましたか」の質問項目において、肯定的な回答の割合を90％
以上にする。

児童とともに必要感のある課題を設定し、課題解決の
見通しや時間、学習の計画を立て、自力解決する場を設
定する。
児童の言葉で「まとめ」を書いたり、学びの内容や方法
について振り返りを共有したりする時間を確保する。

③

⇒

⇒

目　標 策

　中間期見直し（全国学力・学習状況調査結果分析後）

主体的に学習に取り組
む態度

さいたま市学習状況調査「課題の解決に向けて、自分で考え、
自分から取り組んでいましたか」の質問項目において、肯定的
な回答の割合を90％以上にする。

児童とともに必要感のある課題を設定し、課題解決の見通し
や時間、学習の計画を立て、自力解決する場を設定する。
児童の言葉で「まとめ」を書いたり、学びの内容や方法につい
て振り返りを共有したりする時間を確保する。

知識・技能
さいたま市学習状況調査の国語・算数において「知識・技能」
を昨年度の自校の結果より２ｐｔ向上させる。

「個で考える」時間を確保し、文章や図、表、グラフ等の読み取
る視点を明確にして自分の考えをもてるようにする。「ドリル
パーク」「スタディサプリ」等を活用し、漢字や言葉の使い方、
計算等の反復・習熟に取り組む。

さいたま市学習状況調査の国語・算数において「思考・判断・
表現」を昨年度の自校結果より２ｐｔ向上させる。 ⇒

タブレットPCを活用した「個・グループ・全体」の交流中心の授
業展開にする。国語においては、相手や目的、条件に合わせて
考えを表現する活動を取り入れる。算数においては、図や式、
言葉をつなげて自分の考えを説明する時間を確保する。

思考・判断・表現

小６

小３

小５

小４

④ 　　　　　　さいたま市学習状況調査結果・分析

⑤ 目 標・策の達成状況 評価（※）

主体的に学習に取り組
む態度

知識・技能

思考・判断・表現 思考・判断・表現

国語においては、昨年度の自校の結果に比べて１.3ｐｔ下がった。図表やグラフなどを用いて、自分の考
えが伝わるように書き表し方を工夫することに課題があった。
算数においては、昨年度の自校の結果に比べて5.2ｐｔ下がった。知りたい数量の求め方を式や言葉を
用いて記述することに課題があった。

主体的に学習に取り組
む態度

「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか」の質問項目において、肯定的な回
答の割合が８７．１％であった。

② 全国学力・学習状況調査結果・分析

知識・技能

国語においては、昨年度の自校の結果に比べて7.3ｐｔ下がった。情報と情報との関連付けの仕方、図な
どによる語句と語句との関係の表し方を理解し使うことに課題があった。
算数においては、昨年度の自校の結果に比べて3ｐｔ下がった。台形の意味、加法と減法の計算や分配法
則、２次元表の読み取りに課題があった。

⑥ 　　　　　　　　　次年度への課題と改善策

主体的に学習に取り組
む態度

知識・技能

思考・判断・表現

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）
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